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麹発酵フスマ添加飼料による採卵鶏の暑熱ストレス緩和効果
〇Yoshimitsu Ouchi1, Kanae Abe2, Natsuki Fukano3, Senoo Satoko3, Takashi Bungo1 (1.Graduate School of

Integrated Sciences for Life, Hiroshima Univ, 2.Hiroshima Univ., 3.Fujiwara Techno-Art’s )

 
【背景・目的】腸内環境は様々な生理機構と密接な関係性をもち、ストレスによる影響を受ける。した

がって、腸内環境の改善は暑熱ストレスの緩和に重要である。本実験では、暑熱環境下での採卵鶏の腸内環境に

対する麹発酵フスマ添加飼料給与の効果について調査した。 

 

【方法】供試家畜は37週齢白色レグホーンとした。①市販飼料給与（25℃恒温）、②市販飼料給与（暑熱暴

露）、③麹発酵フスマ添加（2.0%）飼料（試験飼料）給与（暑熱暴露）の試験区を設けた。暑熱暴露は7日

間、28～36℃に暴露した。飼料摂取量、卵重、体重および直腸温を測定した。試験終了後、血漿中グル

コース・遊離脂肪酸濃度、空腸組織における遺伝子発現量、空腸および盲腸内容物細菌の DNA発現量を測定し

た。 

 

【結果および考察】試験飼料は暑熱下での飼料摂取量を回復させた。暑熱暴露によって体重は減少したが、暑熱

による卵品質の低下は試験飼料給与鶏で緩和された。血漿中グルコース・遊離脂肪酸濃度に差はなかったが、空

腸組織において暑熱暴露による Mucin1の発現量の減少および ZO-1の増加を試験飼料は緩和した。腸内細菌叢に

ついては試験飼料によってビフィズス菌の増加、大腸菌増殖の抑制がみられた。以上の結果から、麹発酵フスマ

添加飼料は暑熱ストレスによる採卵鶏の腸内環境悪化を改善する効果がある。
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